




































































































































































































項目 n 平均値 標準偏差
少なくとも、人並みには価値のある人間である 372 3.77 1.047
いろいろな良い素質を持っている 372 3.37 .987
敗北者だと思うことがよくある 372 2.91 1.170
物事を人並みには、うまくやれる 370 3.36 .962
自分には、自慢できるところがあまりない 371 3.27 1.099
自分に対して肯定的である 372 3.15 1.050
だいたいにおいて、自分に満足している 372 2.90 1.134
もっと自分自身を尊敬できるようになりたい 370 3.99 1.055
自分は全くだめな人間だと思うことがある 370 3.40 1.213





















父にとって母はかけがえのない存在だから .833 -.239 .100 .028
母のことを本当に愛しているから .829 -.216 -.016 .040
母のことを最高の伴侶と思っているから .808 -.151 -.005 -.026
母を誰よりも信頼しているから .811 -.271 .090 .037
母が大変なとき、そばにいて支えてあげたいと思っているから .784 -.057 .028 -.192
母の考えや気持ちをいつも共有してあげたいと思っているから .764 .016 -.027 -.176
母の人柄に強い魅力を感じているから .755 -.244 .070 .032
母を一人の人間として深く尊敬しているから .728 -.235 -.015 -.002
母のことをあるがまま受け入れられるから .719 -.082 .060 -.124
母のことを自分の精神的な拠り所としているから .662 -.076 .048 .184
惰性で持ちこたえている　　　　　　　　　　　　　　＊２因子 -.471 .253 .104 .192
たとえ離婚を求めても、どうせ相手が承諾してくれないから -.123 .647 .130 .075
これが自分の運命と思い、あきらめている -.296 .592 .057 .219
別れると母がかわいそうだから、同情で一緒にいてあげている -.134 .586 .231 .041
離婚の手続きが面倒だから -.313 .582 .011 .269
人生の試練と思い、必死に耐えている -.309 .520 .240 .156
離婚は恥ずべきことと考えているから -.157 .494 .322 .258
誰と結婚しても似たり寄ったりだから -.311 .472 .058 .479
身内や結婚でお世話になった方々に申し訳ない　　　　＊３因子 -.151 .442 .424 .224
家族の分裂は避けたいと思っているから -.013 .077 .776 .109
子供に辛い思いをさせたくない .093 .094 .639 -.091
今まで積み上げてきたものを台無しにしたくない .100 .183 .569 .383
いちど結婚した相手とはどんなことがあっても、離婚すべきでは
ないと考えている .081 .304 .528 .209
ひとりで生きていく自信がない -.129 .282 .011 .648
一人の生活は何かと不便だから -.219 .389 .114 .630
母がいろいろと役に立つから .249 -.027 .274 .545
生活の安定のため .120 .170 .454 .476







































































父因子４【物質的依存・効率性】 -.060 .558** .509**
母因子１【存在の全的受容・非代替性】 .840** -.452** -.059 -.196**
母因子２【社会的圧力・無力感】 -.360** .762** .539** .610** -.478**
母因子３【永続性の観念・集団志向】 .068 .409** .716** .466** .079 .539**











父因子１【存在の全的受容・非代替性】 34.43 9.51 304 23.47 8.18
父因子２【社会的圧力・無力感】 17.77 6.08 303 30.83 6.00
父因子３【永続性の観念・集団志向】 17.82 5.33 304 15.99 4.65
父因子４【物質的依存・効率性】 11.94 3.78 307 10.63 3.83
母因子１【存在の全的受容・非代替性】 32.33 10.79 303 24.47 9.88
母因子２【社会的圧力・無力感】 19.61 6.88 304 29.97 6.77
母因子３【永続性の観念・集団志向】 18.20 5.59 305 15.77 5.44







































































































































Relation to the recognition of the commitment to the marital relationship of 







　　Methods : Responseof the374nursingcollegestudents（Validresponse,85.8%）inTokyowere
analyzedfortheself-esteemscale（Yamamoto,1982）,andmaritalrelationshipcommitmentrecognition
measureoftheparents（Utsunomiya,2005）.
　　Results :Theself-esteemscalescoringaverage is33 ,Therewasnosignificantdifferenceby
attribution .TheScoreofparentsʼmarriagecommitmentcognitionscalewere , the first factor“whole
acceptanceof being/oneandonly”was34.4/32.3（father/mother）,thesecondfactor“socialpressure/
powerlessness”was17.8/19.6（father/mother）,thethirdfactor“ideaofpermanence/grouporientation”was
17.8/18.2（father/mother）,  the fourth factor“materialdependence/efficiency”was11.9/11.6a（father/
mother）.Thefourthfactortoaffecttheself-esteemscalescoreswas“substancedependenceandefficiency“.
Thefactorsʼaffectingthescoreofself-esteemwasthefourthfactor"Efficiencyandsubstancedependence”.
　　Conclusion :Self-esteemscoresofnursingstudentswerehigherthanthegeneralcollegestudent.
Aboutthemaritalrelationshipofparentstheywerereceptiverespectfully.
